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終焉期の国電形木造車両終焉期の国電形木造車両終焉期の国電形木造車両終焉期の国電形木造車両    

金子元昭 

 

モニ１３０１６号車他  1953 年 3 月 27 日  品川 

 

今年は鉄道友の会発足６０周年を迎えるが、発足の年１９５３(昭和２８)年は

国電の大きな節目の年でもあった。 

同年の６月１日には国電の車両称号規程の改正（俗称「改番」）が実施され、

それまで親しまれてきた形式が一変してしまった。 

また、車種では木造車両が殆ど無くなり、この時に新しい車号を得た車両は

３４両にすぎず、しかもその総てが事業用車両になってしまった。 

 

次頁にその形式別一覧を纏めてみた。 

 

今回はその前年から自分のカメラを持ち、電車を写し始めていた私が撮影し

た木造車両の写真とともに当時の様子を回顧してみる。 

 



 

  

 

モハ２４００号車  1953 年 9 月 4 日  大井工場 

改番前はモハ１０３４号車。この撮影年内に廃車となった。 

 



 

モニ１３００７号車  1953 年 5 月 16 日  大井工場 

改番後はモニ３４１２号車。車体には新旧両車号が書かれている。 

 

モニ３４１０号車  1956 年 4 月 13 日  豊川分工場 

この形式の改番後のトップナンバーで、改番前はモニ１３００２号車。 



 

モニ３４１３号車  1955 年 3 月 13 日  田町電車区 

改番前はモニ１３００９号車。 

 

クモエ４３００号車  1961 年 6 月 2 日  田町電車区 

上と同じ車両。1959 年の改番でこの車号に。60 年代まで残った数少ない一両。 



 

モヤ４０００号車  1955 年 9 月 6 日  大船工場 

改番前はモヤ１１００１号車。教習用車両のため他車と形式が分けられた。 

 

モヤ１１００６号車  1953 年 5 月 16 日  大井工場 

モヤ１１００２号車以降は配給車。この車両は改番後モル４１０４号車に。 



 

クル９２００号車  1954 年 1 月 5 日  大井工場 

改番前はクヤ５００１号車 

 

クヤ９０１０号車  1954 年 10 月 20 日  大井工場 

改番前はクヤ１６００１号車、試験車として誕生した車両。 



 

クヤ９０００号車  1955 年 9 月 6 日  大船工場 

改番前はクハ１５０１２号車。 

 

クエ９１００号車  1956 年 3 月 4 日  淀川電車区 

改番前はクハ６００８号車。 



 

クエ９１１２号車  1956 年 1 月 5 日  中野電車区 

改番前はクハ１５０４８号車。国電形木造車両で最も遅くまで現役でいた。 

 

サハ１９０４７号車  1953 年 5 月 16 日  大井工場 

改番後はサエ９３０１号車。 



 

サエ９３１０号車  1954 年 1 月 5 日  大井工場  

改番前はサハ２５０１９号車。 

 

西武鉄道サハ２００６号車  1953 年 12 月 22 日  保谷電車区 

1950 年代初め、国鉄ｻﾊ２５形の譲渡を受け、ｻﾊ２００１形として使用していた。 


